
（別紙３）

～ 令和　7年　3月　28日

（対象者数） 12 （回答者数）
11

～ 令和　7年　3月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
得意や苦手を理解して、特性に合った支援ができるよう取り

組んでいく

2 職員間の連携を強化し支援を行う

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
現職員が研修にを重ね、専門性につながる支援に取り組んで

いく

2 保護者会や交流会の開催を増やし

3

○事業所名 牧が丘なかよしクラブ

○保護者評価実施期間
令和　7年　3月　3日

○保護者評価有効回答数

令和　7年　3月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　7年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門職による支援体制
作業療法士・言語聴覚士・心理的支援など、専門職による直接

支援が望ましいが、現段階では確保できていない

保護者支援 保護者会や交流会の開催が少ない

認定こども園の敷地内にあるので、こども園の園児や、学童利

用者との交流が図りやすい

集団活動を中心に、成長に合わせたグループ分けや個別対応で

支援を行い、充実した取り組みになっている

広い運動施設を利用できる
特性や性格を理解したうえで、年齢の異なる子どもたちが一緒

に関わることができる環境づくりをしている

事業所における自己評価総括表公表


